
第７次総合計画　事務事業評価シート 平成23年度 （様式1）

#
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配食サービス事業 福祉健康部

長寿課

3 1 3

福祉安全

高齢者福祉

高齢者世帯への生活支援

第7次
総合計画

分　野

対象者

実施方法

事業期間 Ｈ８ ～

　６５歳以上の高齢者のみで、サービスの提
供が必要であると判断された対象者の世帯
へ、週１回以内の昼食及び週２回以内の夕食
を配達し、配達の際に安否確認も行う。この
事業は刈谷市社会福祉協議会へ委託してい
る。配食については、昼食は配食ボランティ
ア、夕食は市内の４つの業者が行っている。
１食あたりの費用は６８０円（食事代６００
円＋配達費８０円）で、利用者の負担額は
３００円である。なお、このサービスはカロ
リーコントロール等の必要の無い方を対象と
した一般食の配食である。

　食事の支度が困難な高齢者等に対して、配
食の際に安否確認を行うとともに、定期的に
栄養バランスのとれた食事を提供することに
より、健康で自立した生活を送ることができ
るよう支援する。

関連計画

年度実績20 年度実績21 年度実績22 年度計画23

成果

（できたこ
と）

課題 　利用者に対するアンケート結果や他市の状況等を見ながら、今後ともよりよいサービスが提供できるよう努めていく。
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総事業コスト 年度20 年度21 年度22 23 年度
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12,352 13,187
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６５歳以上の高齢者のみの世帯で、サービスの提供が必要であると判断された人

全部委託 刈谷市介護保険事業計画、刈谷市老人福祉計画

刈谷市老人配食サービス事業実施要綱

【配食サービス利用者数及び
延べ利用食数】
241人、23,475食

【配食サービス利用者数及び
延べ利用食数】
249人、24,268食

【配食サービス利用者数及び
延べ利用食数】
252人、25,183食

【配食サービス利用者数及び
延べ利用食数】
280人、29,800食

　サービスの提供が必要な高齢者世帯に定期的に栄養バランスのとれた食事を提供することにより、対象者の健康管理
に役立った。配食の際に高齢者世帯の安否確認をすることができた。また、利用者から直接配食業者に代金を支払っても
らっているので、認知症のチェックも併せてできた。

配食サービス利用者数 241人 249人 280人 300人

　配食サービスの実施回数については、週１回から毎日実施しているところまで各市とも様々である。また、１
食あたりの市の補助額も半額程度補助しているとこらから、配達費のみ補助している市まで様々である。

杉山　文章
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一般会計

基本施策

施策の内容

課等長名 鈴本　裕
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13 委託料 13,741,132 円

13,741,132 円合計



事務事業評価シート
担当部

担当課

款 項 目 課等長名

3 1 3 作成者

評価年月日

会計名

一般会計
配食サービス事業

刈谷市介護保険事業計画、
刈谷市老人福祉計画に基づ
く事業推進を図っている
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○ 自助・互助・公助の考え方からすると、社会福祉協議会が事業主体となり、それを市が応援するスタンスが
望ましい。本来の官民の役割分担として原点に戻り、事業の仕方を考えてほしい。直営でやる理由、社会福祉
協議会でやる理由を市民にも説明してほしい。
○ 非常に良いサービスでたくさんの人が使いたい事業であるが、高齢化社会が進む中で、このサービス事業が
どれだけ続けられるのか考えないと税金が続かなくなる。若い人の負担が増えすぎる計画では困るので、社会
福祉協議会に任せる考えも踏まえて進めてほしい。
○ 国の成長戦略では、公務員の数を増やすのではなく、ＮＰＯなど新しい公共を含めた民間のビジネスで雇用
することを考えている。社会福祉協議会やＮＰＯにやってもらう方が流れとしては素直であり、世の中の流れ
と他市の流れ、刈谷市の状況を踏まえて、どういう姿が妥当なのか検討してほしい。
○ 食事と安否確認を結び繋げて上手にやっている。話をしたい高齢者が多いということで、付加価値として高
齢者の見守りをすることは良いことだろう。
○ 配食サービスと安否確認の事業目的が中途半端である。ボランティアのサービスと業者のサービスについ
て、目的を達成できるような方策をしっかり考えるべきであり、対象者を把握してしっかりやってほしい。
○ この種の事業は三方良しでなければならない。売り手、買い手と世間つまり納税者全体、刈谷市民全体が税
金を使う価値があると思える事業でないといけない。

行政評価委員の総括

各視点からの評価

施策への
貢献度

妥当性

必要性

効率性

内部評価総括

　単身高齢者等の中には、自身で食事の支度が困難な
ため、充分な食事を取らずに体調を崩したり、体調を
崩しても自身では病院に行けない人も居る。最悪の場
合、孤独死に至るようなケースもある。
　地域社会の希薄化が進んでいる中、このような事態
を未然に防ぐ手段の一つとして、単身高齢者等の食の
確保と安否確認を併せて行うことのできる配食サービ
スは有効であると思われる。
　配食の実施回数について、毎日実施すべきであると
の声もあるが、回数が増えるとそれだけ対象者が買い
物等に出かけなくなったり、親族等と一緒に食事をす
る等の交流を妨げることになり、逆効果になってしま
うので、現在の週３回程度が適切であると考えてい
る。
　見守りという面では、市が実施している老人福祉電
話、緊急通報システムの設置、老人クラブによる友愛
訪問、また社会福祉協議会が実施している定期的に健
康飲料を届けて安否確認を行う愛のひとこえ運動等、
他のサービスも利用することにより充実を図れると考
えている。

評価の理由・特記事項

地域社会の希薄化が進む
中、見守りの必要な単身高
齢者等にとって必要性は高
い

高齢者の食の確保と安否確
認を同時に行える面で、効
率性は高い

単身高齢者等の食の確保及
び見守り手段として必要で
あり、市としても主体的な
関与が必要である

高い

平成23年8月4日

高い

高い

高い

（様式２）

鈴本　裕

杉山　文章

福祉健康部

長寿課


	16-1配食サービス事業（長寿課）
	16-2配食サービス事業（長寿課）

